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日本社会福祉学会 中国・四国地域ブロック 

第 54 回島根大会 

 
 

 

 

 

 

大会テーマ 

地域における包括的な支援体制づくり 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：2023 年 7 月 8 日（土）9：40〜16：00 （受付 9：00〜） 

会場：島根大学松江キャンパス（島根県松江市西川津町 1060） 

      主催：日本社会福祉学会中国・四国地域ブロック 
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日本社会福祉学会中国・四国地域ブロック第 54 回島根大会開催要綱 

1．テーマ：地域における包括的な支援体制づくり 

2．開催趣旨 

 今日私たちが向き合う地域における福祉的課題は、年々多様化するとともに、深刻さも増してます。中

国・四国地区も例外でなく、少子化、高齢化、過疎化、孤立化などの課題が顕著となってきています。否定

的な側面から描かれる地域はこのようなラベルが貼られる一方で、それら地域課題に対して多様な主体が

多様な方法で取り組みを展開しているということを知る機会も増えてきています。 

 社会福祉の分野では、本ブロック大会のテーマである「地域における包括的な支援体制づくり」が目指さ

れており、地域により進捗状況に差はあるものの、広く取り組みが展開されるようになっています。しかし、こ

れら課題は福祉だけが取り組むべきものではありません。人口学、経済学、社会学、行政学などを初めとし

た他の学問領域だけでなく、地域の抱える課題に向き合っている多様な主体を巻き込み、広く議論してい

く必要のある重要なテーマであると考えます。 

 本ブロック大会では、福祉の近接領域の研究者を招聘し、地域における課題が山積しているこの山陰地

域を中心に、社会福祉とは異なる角度から見た地域、その地域に存在する課題の捉え直しを試みたいと思

います。併せてメゾ、ミクロ、マクロの視点で、地域における包括的な支援体制づくりの先駆的な取り組みを

確認し、これからの「地域における包括的な支援体制づくり」をどう作っていくか、どのように展開できるのか

を全ての参加者とともに考えていきたいと思います。 

 日本社会福祉学会中国・四国ブロック 

第 54回 島根大会 事務局長 京 俊輔 

3．開催 

主催：日本社会福祉学会 中国・四国地域ブロック 

共催：社会福祉法人 島根県社会福祉協議会 

後援：国立大学法人 島根大学、一般社団法人 島根県社会福祉士会、島根県精神保健福祉士会 

4．日時：2023 年 7月 8日（土）9:40〜16:00 

5．会場：島根大学松江キャンパス（島根県松江市西川津町1060）教養講義室棟２号館 

6．スケジュール 

9:00〜9:40 受付 教養講義室棟２号館 1F ロビー 

9:40〜9:50 開会式 3F 604 教室（仮） 

挨拶：日本社会福祉学会中国・四国地域ブロック  

第 54回島根大会実行委員長 加川充浩 

            日本社会福祉学会中国・四国地域ブロック 

担当理事 山本浩史 

10:00〜11:40自由研究発表（第 1〜4 分科会）  

第１分科会「 テーマ 」2F 501 教室（仮） 

第２分科会「 テーマ 」2F 503 教室（仮） 

第３分科会「 テーマ 」3F 601 教室（仮） 

第４分科会「 テーマ 」3F 603 教室（仮） 

11:40〜12:30休憩   

※中国・四国地域ブロック総会（会員のみ）2F 502 教室 

 

昼食は各自ご用意いただくか、

本学の学生食堂（ソーニョ）を 

ご利用ください。 
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12:30〜13:30基調講演 2F 504 教室（仮） 

テーマ 「人口減少時代の地域再生（仮）」 

講 師  田中 輝美 （島根県立大学） 

13:30〜13:45休憩 

13:45〜15:45シンポジウム 2F 504 教室（仮） 

＊本シンポジウムは社会福祉法人 島根県社会福祉社会福祉協議会との共催です。 

テーマ「地域における包括的な支援体制づくり」 

シンポジスト 

（１）森近 真穂 氏（東広島市健康福祉部地域共生推進課 主任） 

（２）奥原 宏幸 氏（松江市社会福祉協議会地域福祉課 地域福祉係長） 

（３）藤井 有紀 氏（米子市ふれあいの里総合相談支援センターえしこに 総合相談支援員） 

コーディネーター 加川 充浩（島根大学） 

コメンテーター   田中 輝美（島根県立大学） 

15:45〜16:00閉会式 2F 504 教室（仮） 

挨拶：中国・四国地域ブロック第 55回大会 担当校 山口県立大学 

7．参加申込み 

2023 年 6月 15日（木）までに、①②いずれかの方法にてお申し込みください。 

①申込みフォーム  https://forms.gle/6B7taep7scNSNBAA7 

 

②別添えの「大会参加及び発表申込書」に必要事項をご記入の上、E-mail で添付。 

  E-mail  jssw.cs.2023@gmail.com 

8．参加費 

会員：1,000 円  非会員：1,500 円 

院生・学生：無料（受付にて学生証を提示してください） 

※参加費は、会場受け付けてお支払いください（お釣りの出ないようご準備ください）。 

9．手話通訳 

手話通訳を用意いたします。事前の申込みは不要です。 

10．「自由研究発表」の募集 

「自由研究発表」の登録及び発表要旨の提出は2023 年 5月 31日（水）までです。 

詳しくは、本要綱4ページ以降をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

★各種申込み先・問い合わせ先及び締め切り 

◎自由研究発表登録・発表要旨締め切り 2023 年 5月 31 日（水） 

◎大会参加申込み締め切り 2023 年 6月 15 日（木） 

＜お問い合わせ先＞ 

E-mail：jssw.cs.2023@gmail.com     電話：0852-32-6239 

島根大学人間科学部  京 俊輔 



 

4 

 

〈自由研究発表応募要領〉 

以下の要領で「自由研究発表」の発表者を募集します。 

 

1．発表資格 

   日本社会福祉学会会員及び申請中の者であることが条件です。筆頭発表者（ファースト・オーサー）

は、中国・四国地域ブロックの会員のみです。なお、共同発表者については、他ブロックに所属する者で

も可能です。 

 

2．発表件数 

   筆頭発表者（ファースト・オーサー）は 1演題に限ります。したがって、演題の申し込みは必ず筆頭発

表者が行ってください。演題の申込者と筆頭発表者が異なる場合は受理できません。なお、筆頭発表者

は発表とは別に、他の研究発表等で共同研究者として名前を連ねることは可能です。同一テーマによる

発表は「その（1）」「その（2）」までとします。但し、ルールは 1 テーマ 1発表なので、「その（1）」「その（2）」

が認められるのは、内容が別の研究と認められる場合になります。 

 

3．演題採択 

   演題の採択については、査読を経て決定し、お知らせします。また、査読の結果、原稿の修正等を求

めることがあります。修正を求められた場合には、修正コメントに基づいて指定した期日までに再提出を

してください。再提出がされない場合には、発表を受け付けられません。採否については、自由研究発

表申し込みに使用した E-mail もしくは住所に通知します。 

 

4．発表の会場等の決定 

   大会実行委員会が、発表会場等を決定いたします。詳細は、演題採択の情報と共に発表者に E-mail

もしくは住所に通知します。 

 

5．申込方法 

「自由研究発表」を希望される方は、参加申込書にその旨を記載の上、締切期日までに要旨のフォー

マット（別紙）に従った原稿データ（word 形式に限る）を添えて、E-mailで大会事務局までお送りくださ

い。E-mail アドレスは、 jssw.cs.2023@gmail.com です。 

 

6．発表時間 

1発表につき 25 分（発表 15 分、質疑 10 分） 

 

7．発表方法 

   紙媒体での発表のみとします。パワーポイントを使っての報告はできませんので、ご注意ください。 

 

8．配布資料について 

配布資料の作成については、日本社会福祉学会の「研究倫理指針」を十分確認してください。 

「自由研究発表」の配付資料は、20部ご用意ください。 
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9．発表が成立する条件について 

「自由研究発表等」は、原則、本人が発表した上で、分科会の開始から終了まで筆頭発表者が参加す

ることで「発表成立」とします。途中退席した場合には「発表不成立」となりますので、ご注意ください。 

 

10．発表要旨集掲載原稿の様式と研究倫理について 

   発表要旨集掲載原稿については、以下の要領で作成してください。なお、原稿統一のため、レイアウ

トの一部を事務局で訂正を加える場合があります。 

 

■原稿の様式（フォーマット例は別紙参照） 

①枚数：1発表につき A4縦 2枚（横書き） 

②余白：上下左右 25mm 

③文字数：1ページ 40字×40字 

④フォント：主題：12ポイントMS ゴシック・中央揃 

副題：10.5ポイントMS ゴシック・中央揃 

所属：9ポイントMS明朝、氏名:10ポイントMS明朝会員番号:9ポイントMS明朝 

キーワード：9ポイントMS明朝（3つ） 

見出しおよび本文：10.5ポイントMS明朝（だ・である調で記入） 

⑤記述内容：1．研究目的 

2．研究の視点及び方法 

3．倫理的配慮 

4．研究結果 

5．考察 

 

※原稿の様式が指定と違う場合、研究倫理の点から発表にそぐわないと実行委員会が判断した場合は、

受理しません。要旨作成の際には、日本社会福祉学会「研究倫理指針」を十分確認してください。 
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1．研究目的 

 

 

 

 

 

2．研究の視点及び方法 

 

 

 

 

 

3．倫理的配慮 

 

 

 

 

 

4．研究結果 

 

 

 

 

 

5．考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（＊1行空白） 

主題：12pt ゴシック・中央揃 

—副題：10.5pt ゴシック・中央— 

○ 9pt明朝大学  氏名 10.5pt 明朝（会員番号 9pt） 

中国 太郎（□□大学・会員番号）、四国 花子（△△大学・会員番号） 

キーワード3つ：9pt 明朝・中央揃 
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日本社会福祉学会中国・四国地域ブロック第54回島根大会 

参加及び発表申込書 

 

氏名 

フリガナ 所属 

 

会員番号 

連絡先 

住所 〒 

TEL： FAX： 

E-mail：  

1．参加区分（○で囲んでください） 

 

会員 ・ 非会員 ・ 学生（院生含む） 

 

2．自由研究発表について（○で囲んでください） 

 

発表する ・ 発表しない 

 

【テーマ】 

 

 

 

 

【通信欄】＊大会について質問・ご意見があればご記入ください。 

 

◎自由研究発表登録・発表要旨締め切り 2023 年 5月 31 日（水） 

◎大会参加申込み締め切り 2023 年 6月 15 日（木） 

 

申込先：E-mail jssw.cs.2023@gmail.com 添付 
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■会場へのアクセス 

 

 

■キャンパスマップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ●正門から構内にお入りください。 

●案内表示に従ってお進みください。 

●会場は教養講義室棟２号館です。 

 

《お車でお越しの方》 

正門入って右手の守衛室で入構

許可の申請をしてから、駐車場に

お車を停めてください。 

ここです！ 
教養講義室棟 2 号館 


